






■ 医師をめざしたきっかけ

当院はもともと父である理事長が開設した
内科/小児科の診療所で、今年で開業41年
目になります。もともと人と触れ合える仕事
をしたいと考えているうちに、内科医という
職業にたどり着いた気がします。4年前より
私が主に外来診療を継承いたしました。理
事長時代の患者さまはもちろん、今ではそ
のお子さま、お孫さまが来院していただける
ことも多くなりました。呼吸器内科医としての
自分の特色も生かしつつ、これからも皆さま
の家庭医として頑張っていく所存です。

■ 地域医療において

診療所ではできる検査、治療に限界があり
ます。そこで地域医療にかかせないのが、
大学病院や総合病院です。杉並区は、大学
病院がないという特殊な状況下にあります。

そのような状況下で、当院は河北総合病院
とも医療連携しておりますので、精密検査が
必要な方、急性期治療が必要な患者さまに
はご紹介しております。

■ メッセージ

呼吸器疾患、
アレルギー疾
患 のみなら
ず、家庭医と
して皆さまの
健康のお役
に立てるよう
日々努めてま
いります の
で、どうぞよろ
しくお願いい
たします。

高齢者や持病のある方は肺炎などの重症化する場
合があります。
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地 域 連 携
施 設 紹 介

急性期病院である河北総合病院は、地域のかかりつけ医（診
療所・クリニック・病院）と連携し、よりよい地域医療をご提供
する「地域医療支援病院」として、2006年に東京都知事より承
認を受けています。ともに、患者さんお一人おひとりに最善の
医療をご提供する地域連携施設をご紹介します。

東京都杉並区成田東4-9-15
03-3398-2218
http://nakamurageka.sakura.ne.jp/

副院長　中村 ちなみ

院長　小島 淳

■ 医師をめざしたきっかけ

私の母も小児科医で、母の診療現場を見て
小児科医を志しました。小さな子が泣いたり
ちょろちょろしているのがかわいらしくて楽し
そうだと思ったからです。
小児科医になって病気は頭だけでなく大い
に体を使って治療しなければ改善しないこ
とを学びました。いつまでも子供どもたちと
接することができて小児科医冥利に尽きる
と思っています。

■ 地域医療において

当院は50年前に院長の両親が外科小児科
医院を開院し、院長が引き継いでいます。
長い間小児科は休診していましたが、この
度再度診療を開始しました。これからは私の
経験を生かし地域の皆さまの子育てのお手
伝いができたらと考えています。河北総合

病院とは医療連携を取らせていただいてい
るので入院加療や精査の必要な患者さんを
紹介して診てもらっています。

■ メッセージ

こんなこと聞いてもいいのかしらと思わない
で小さなことでもお尋ねください。お悩みが
あれば、一緒に考えましょう。

診察時間／月、水、金 9:00～12:00  15:00～18:30  火、木 9:00～12:00  土 9:00～12:00  14:00～17:00　休診日：火午後・木午後・日・祝

東京都杉並区高円寺南5-40-17
03-3316-3987
https://kojima-naika.info/

ご愛読いただきまして、ありがとうございます。
読者アンケートにご協力をお願いします。
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性別（男・女）

年齢（20代・30代・40代・50代・60代・70代・80代・

　　  90代以上）

お住まい

（杉並区・中野区・練馬区・世田谷区・その他：　　　　）

もっともおもしろかった記事は何ですか？

（　　 ページ :                                         　　　　　　  ）　

今後、特集してほしい記事はありますか？

（     　　　　　　　                                                 　 ）

河北総合病院を何でお知りになりましたか？

（ ホームページ・友人からの紹介・医療機関からの紹介・

近所・JR阿佐ヶ谷駅看板・広告物：　　　　　 　   　 ）

河北健康教室に参加したことはありますか？ 

（はい・いいえ）

当財団へご意見をお寄せください

（     　　　　　　　                                                           　）
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当財団へご支援を賜り、誠にありがとうございます。より充実した誌面
作りのために、アンケートへのご協力をお願いいたします。

アンケートについて

監修：河北リハビリテーション病院 セラピー部 部長  森山 広樹　

両ひざを立て、鼻
から息を吸います。

息を吐きながら両ひざ
を右に倒し、吐き終わ
るまでに元の位置にひ
ざを立て戻します。左
も同様におこないます。

鼻から息を吸い、
両手を伸ばし吐き
ながら体を右にひ
ねります。吐き終わ
るまでに元の位置
に戻します。左も同
様におこないます。

鼻から息を吸い、両手
をお腹にあて吐きなが
ら体を右に倒します。
吐き終わるまでに元の
位置に戻します。左も
同様におこないます。

予防には、基本の予防法「手洗い」、「うがい」、「マス
ク着用」のほか、流行前の予防接種が重要です。

予防接種は、感染や重症化することを防ぎます。ワク
チン接種を受けた高齢者は接種しなかった場合に比
べ、死亡危険を1/5に、入院の危険を約1/3～1/2に
減らすことが期待できます。

インフルエンザの予防方法

予防接種は重要！

新型コロナウイルスとインフルエンザの症状は似て
いますが、新型コロナウイルスの方が致死率が高く、
両疾患を同等に扱ってはいけません。しっかり区別を
する必要があります。医療機関で受診をし、正しい診
断が重要になってきます。インフルエンザと新型コロ
ナウイルスの予防は、「手洗い励行」、「マスク着用」、
「三密を避ける」ことも同じです。

新型コロナウイルスとインフルエンザ

インフルエンザと新型コロナウイルス

日本小児科学会 専門医

医学博士
日本呼吸器学会 認定専門医、

指導医
日本内科学会 総合内科専門医

日本結核病学会 認定医

監修：河北総合病院 副院長  岡井 隆広 

外観

外観

診察時間／月、水、水、金 9:00～12:00  16:00～17:00 ※予防接種・健診 15:00～16:00   土 9:00～12:00   休診日：木・土午後・日・祝

コロナ禍でマスクが生活の一部となり、マスクをしていると苦しいと感じていらっしゃるかと思います。ストレッ
チをすることで筋肉が柔らかくなり、少しのエネルギーでも効率よく体を動かせるようになるため、息切れの軽
減にも役立ちます。1回のトレーニングにつき各5回ずつおこなってください。
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